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大分県議会 第３回防災減災・県土強靭化対策特別委員会



本日の内容（５0分間）

•南海トラフの地震について
• 地震の長期評価，防災想定用モデル

• 南海トラフ地震とは（過去の地震，国の評価）
• 揺れの強さ，津波の高さ
• 2011年東日本太平洋沖地震の教訓
• 地震発生確率

•次の南海トラフの地震について
• 半割れ：南海トラフ地震臨時情報
• 別府湾周辺：長周期地震動

•必要な心構え
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参考：2025年中央防災会議WG 報告書の概要
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南海トラフの地震の長期評価と防災想定
•長期評価：地震調査研究推進本部地震調査委員会

• 地震が発生する領域や規模，確率等をまとめたもの
• 2001（初版），2013（第二版），2025（第二版一部改訂）

•防災想定：中央防災会議のワーキンググループ
南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会
• 地震・津波のモデル化（自然現象の想定）
南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ
• 被害想定・被害様相、地震対策の基本方針・課題

•法律等
• 「東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」（2003）
• 「東海地震対策大綱」（2003）
• 「南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」（2013）
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⽇本周辺のプレート及びその境界

年間8-10cm

年間5-7cm
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太平洋プレート：年間１０cm西へ移動
フィリピン海プレート：年間5～7ｃｍ北西へ移動

この動きが地震を起こす

地震調査研究推進本部資料



国⼟地理院ホームページより
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⽇本列島が変形する様⼦（４０万倍）



防災科学技術研究所 作成7



南海トラフの地震
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フィリピン海プレートの移動
５～７ cm/年

南海トラフでの
プレート沈み込みに伴う
大地震・巨大地震



多くの記録が残っているのは過去３回
・1707年宝永地震
・1854年安政東海地震，南海地震
・1944年昭和東南海地震
・1946年昭和南海地震

過去事例に見る南海トラフの地震の特徴
南海トラフでの
プレート沈み込みに伴う
大地震・巨大地震

古くは684年白鳳地震（日本書紀）

＃1605年慶長地震は南海トラフ地震では
ないとの指摘もあるが未解決．

強い揺れ・大津波
前回３回は90～150年間隔

地震本部（2013, 2025）



「日本書紀」における南海トラフの地震
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天武天皇⼗三年冬⼗⽉
壬⾠、逮于⼈定、⼤地震。舉國、男⼥叫唱不知
東⻄、則⼭崩河涌、諸國郡官舍及百姓倉屋・寺
塔神社、破壞之類不可勝數。由是、⼈⺠及六畜、
多死傷之。時、伊豫湯泉、沒⽽不出、⼟左國⽥
菀五⼗餘萬頃、沒爲海。古⽼⽈、若是地動、未
曾有也

庚戌、⼟左國司⾔、⼤潮⾼騰・海⽔飄蕩、由是、
運調船多放失焉。

⽇本書紀巻第廿九
https://www.seisaku.bz/nihonshoki/shoki_29.html

大地震
道後温泉の湯が出なくなった
土佐で地盤沈降，海になった
津波で多数の船が失われた

西暦684年
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過去３回の南海トラフ地震
の津波高さ分布

1946昭和南海

1854安政南海

1707宝永

佐伯市米水津10 m超
佐伯：1 m

佐伯：２ m

地震によって津波高，分布に違いがある

1946年昭和南海地震
1854年安政南海地震
1707年宝永地震

西側震源

中央防災会議（2025）
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過去３回の南海トラフ地震
の震度分布

津波高ほど顕著ではないが，
震度分布に違いがある
（色味の違いに注意）

1946年昭和南海地震
1854年安政南海地震
1707年宝永地震

図3-9 1946年昭和南海地震の震度分布図(気象庁,1968より作成) 

＃震度観測結果を参照したもの

＃被害程度から推定

＃被害程度から推定

1946昭和南海

1854安政南海

1707宝永

西側震源

中央防災会議（2025）



震度分布（中央防災会議2025）
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津波堆積物、古文書調査から判明
している過去の南海トラフ地震

次の南海トラフの地震は？（中央防災会議）

地震本部（2013, 2025）

津波高（ケース５）（中央防災会議2025）

大分で震度６＋の場所も

大分県南東部で
10m超の場所も



東⼤地震研究所古村教授による計算
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2001年南海トラフの地震の長期評価と防災想定

長期評価の震源域
（地震本部資料2001に追記）

中央防災会議（2001）

中央防災会議（2001）

過去の南海地震・東南海地震の
震源域を基に，将来の震源域を設定

M8.4前後

M8.1前後

同時発生の場合：M8.5前後
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大きくなった「想定震源域」

中央防災会議（2012）

黄色：2003年の想定震源域
（過去３回の震源域を包含）

2011年東日本太平洋沖地震の教訓を考慮
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(２０１３年３月１８日大臣記者会見資料)
南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）



2011年東北地方太平洋沖
地震の教訓とは？
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2011年以前に「わかっていた」事実と定説
・日本海溝沿いでは同程度の規模の地震（M8程度）が繰返す．【経験】
・プレート境界に大きな歪が蓄積され続けている．【事実】
→大きな歪の多くは地震以外で解放（M8の地震＋ズルズル滑り）【定説】
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2000年頃までの地震の震源域分布

地震学会HPより
地殻変動観測（10年間程度）から
逆算された固着域の分布



2011年東北地方太平洋沖地震
地震前までの歪の蓄積状況と地震時滑り分布の比較

20Ozawaほか（国⼟地理院）(Nature, 2011)

整合する！

「想定外」にしていたのは経験に基づく思い込み ← 教訓

ひずみは巨大地震で解消
（350-700年分のひず
みを解消）

ズルズル滑る部分
は無かった！

溜まっていた歪が地震で解放された

地殻変動観測から逆算されていた
固着域の分布

東北地方太平洋沖地震の
地殻変動を説明する断層すべり量分布
（黒のコンター：等値線）
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日本周辺のプレート境界における固着状況

地震本部（2025）



海上保安庁

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KOHO/sgo/result.html

南海トラフにおけるプレート境界の固着状況

滑り⽋損（backslip）の説明

海洋プレートが陸のプレートと
固着して移動している領域
→地震時の⼤すべり域

GNSSの地殻変動観測により、
南海トラフのプレート境界の固着域の分布
と歪の蓄積速度が明らかになってきた．
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2011年東北地方太平洋沖地震の教訓（その２）
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津波波源域の追加（下図のピンク色部分）
プレート境界浅部では歪が溜まらない（地震を起こさない）と考えられてきたが，
2011年の地震では浅部が大滑りし，津波高を劇的に増加させた。

浅部には歪が溜まっていない
ように見える（色が無い）

地震本部（2025）を回転

中央防災会議（2012）
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津波計算用の「巨大地震」モデル

中央防災会議（2012）

巨大地震：発生したことは知られていないが，可能性を否定できない規模の地震
浅部に超大滑りを設定
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大きくなった「想定震源域」

中央防災会議（2012）

黄色：2003年の想定震源域
（過去３回の震源域を包含）

2011年東日本太平洋沖地震の教訓を考慮



佐伯市米水津「龍神池」の津波堆積物
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大分県での巨大津波の証拠

宝永地震，正平地震，白鳳地震に対応しそうな津波堆積物が見つかった

大分

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/KOHO/NEWSLETTER/200604/danwa200603matsuoka.html
松岡ほか（2006）：大分県南部沿岸域の湖沼堆積物に記録された過去3500年間の巨大津波

南海トラフの地震では，たまに巨大津波が生じる



地震発生確率
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南海トラフの地震の地震発生確率について（長期評価）

28

2025年9月：第二版一部改訂
南海トラフの地震の
地震発生確率を再検討

高い発生確率であること
が再確認された

2013年版と2025年版の地震発生確率の比較

過去の地震発生様式

地震本部（2013, 2025） 地震本部（2025）



南海トラフの地震の地震発生確率について
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これまで：室津港の地震時
隆起量データ値をそのまま
使用

一部改訂：室津港の隆起量データの不確実性を考慮

地震本部（2025）
地震本部（2025）



大分県で注意すべきこと
リアス式海岸での高い津波は当然ながら最優先事項

これ以外を２点指摘します
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過去の南海トラフの地震：

■全域がほぼ同時に破壊
1707年宝永地震，887年仁和地震

■時間差をもって東西が別々に破壊
1944年, 1946年昭和：約２年間
1854年安政：約３０時間
1361年正平（康安）：１２時間？

次の南海トラフの地震についての注意点

これまでは，東海地震→南海地震の順
※次回も東→西とは限らない

地震規模は様々
※最大規模を想定しておくべき

地震本部（2013, 2025）



全割れと半割れ
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大分県での揺れ・津波は，全割れも半割れも大きくは変わらない

中央防災会議（2025）



南海トラフ地震臨時情報の発令ケース
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半割れ時（巨大地震警戒）の対応ガイドライン例
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大津波警報から事前避難への移行が想定される

中央防災会議（2025）
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大分県で注意すべきこと：長周期地震動

• 地震波は，遠くほど弱くなるが，長周期の揺れはなかなか弱
くならない．

• 大規模地震の長周期地震動は中小地震に比べて格段に大きい

岩盤
軟らかい地層

震源

地震波

大規模の地震に伴う，ゆっくりした大揺れ



別府湾周辺の地盤構造

深部地盤モデルV2（J-SHIS，2014）＠基盤上面深度分布

・別府-島原地溝の北東端，中央構造線の西端
・佐賀関～佐田岬半島を境に，北側に深い地溝が存在
・基盤深度：別府湾中央部で4000m，陸域では3000 m （大分平野）
    別府，湯布院でも1000mを超える領域

別府湾
⼤分市

佐⽥岬

佐賀関
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深い盆地構造（お椀）が
長周期の地震動を増幅する
高層ビル，免震建物，
石油タンク等は要警戒



大分での揺れ
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2025/1/13 M6.6
D=36 km

2024/8/8 M7.1
D=31 km

2024/9/20 M4.7
D=41 km

観測点
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2025/1/13 M6.6 日向灘 深さ36km
NS成分

EW成分

UD成分

周期2.5秒くらいの揺れ
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2024/8/8 M7.1 日向灘 深さ31km
周期2.5秒くらいの揺れ



最後に：南海トラフの地震に向けた心構え

•次の南海トラフの地震の大きさを知る人は誰
もいない。

•次の南海トラフの地震がいつ起こるかは誰も
知らない。

•想定が過大に思えるかもしれないが「過大」
だという根拠はない（認知バイアス）。

•対策すれば確実に被害は小さくできる。
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